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2 0 0 0 年 8 月 5 日か ら 9 月 8 日まで ､ 新潟大学法学部 の 7 回目の 中国サ マ
ー ス ク

ー ル

が実施され た ｡ 実施場所は協定校で ある清華大学人文社会科学学院で ある( 1) ｡ 今年度 は ､

法学部生 2 4 名､ エ学部生 3 名の 計 2 7 名が参加した ｡

7 回目に至 っ て 参加者 は過去最高となり ､ 延 べ 人数も1 5 0 人を超えた｡ こ の 7 年間 1

度も事故がなか っ たこ とは奇跡に等しく､ そ の幸運は喜ばなければならな い ｡ 他方 ､ 制度

疲労がな い わけで はなく､ 今後 の 実施が確実に保証でき る状況に はな い ｡ 廃止も含む全般

的な見直しは不可避な状況で ある｡ しかしいずれ にせよ ､ 現状の把握と検証 は不可欠で あ

る. そ の 必要を痛切 に感 じて い た こともあ っ て ､ 本年度はサ マ
ー ス ク ー ル実施前 と実施後

に ア ンケ ー ト調査を行 っ た｡ また､ 終了 3 カ月後 に追跡ア ンケ
ー

トも行 っ た｡ い わゆる択

一 式の調査形式をとらず ､ 自由な記述式 の意見を求め たため ､ 統計処理に馴染まな い面 も

ないで はない が､ 逆にサマ
ー スク

ー

ルが果たしてきた役割をリアル に映し出L / て いる面も

ある｡ 全般的な再検討 の ため の検討資料として以下に報告をまとめることとした い ｡

勝手なが らこ の 清華大学サ マ
ー

ス ク ー

ルに つ い て簡単に紹介 させ て い七 だく . 琴学部 の

清華大学サ マ
ー ス ク ー

/レは 1 9 9 4 年に開始されたo 参加人数ゐ翠琴を追 っ て みると､ 9

4 年が 1 4 名､ 9 5 年が 1 8 名､ 9 6 年が 2 5 名､ 9 7 年が 2 1 名､ 9 8 年が 2 5 名､ 9

9 年が 2 4 名で ､ 2 0 0 0 年が 2 7 名o 延 べ 参加者は
,I

ル の 特徴を学習面に 限 っ て あげると次 の ようになる｡

(I) 1 日6 時臥 4 週間で 1 2
.
0 時間の授業時圃

(2) やる気のある.者だけのクラス

( 3) 殊外時間の有効活用 : 日本青葉止
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5 4 人 になる . こ の サ マ
ー

ス ク ー



中国で の サ マ
ー ス ク ー ルは､ 民 間の もの も含めて数多いが ､

こ の 3 条件を瀞たレて い る

も の は恐 らく全世界で新潟大学法学部の サ マ
ー ス ク ー ルたけである ｡ 個人的な回顧で恐縮

だが ､ 大学院生時代に あり っ た けの費用を捻 出して ､ ある民間企業 の 中国サ マ
ー ス ク ー ル

に参加した . 1 9 8 6 年の こ とで ある ｡ 中国語力 の大幅ア ､ノブ を期待 して の こ とだ が ､ そ

の 期待 は見事 に裏切 られた ｡ 毎 日 4 時間 の 投業は ､ や る気の ある者にと っ て は ､ 決 して 多

くはなか っ た. そ して ､ 私以外 の 1 1 名の クラ ス メ
ー トはみな遊かたい 盛り の 女子大生で ､

費用は当然両親 の 負担 ､ 講義には何の 予習もして 来な か っ た ｡ 予習を して こ ない 学生と先

生が コ ミ ュ
ニ ケ

ー シ ョ ン をと っ て い る間に ､ 5 分 ､ 1 0 分と時間は過 ぎて い
.
く｡ こ ん な ク

ラ ス メ
ー トが 1 1 人｡ これで は勉強にな るわけがな い ｡ イ ライ ラ して い る間に ､ 毎 日､ 4

時間はあ っ とい う間に終わ っ て しまう｡ おまけに こ の ときは､ 先生 の ほ とん どが大学院生

の ア ル バ イ トだ っ た ｡ 意識 の 点で も､ メ ソ ッ ドの 点で も理想的とは言えない 状況だ っ た ｡

上記､ ( 1 )( 2) の メ ニ ュ
ー

を考えた の はこ うした経験によ る｡ 毎 日 6 時間 の 授業時間を設定

して い るサ マ
ー ス ク ー ル は､ 中国側 の 担当者も ｢ 中国内で は他 に例が な い+ と言 い切 る o

世界で新潟大学法学部だ けの もの と言 っ ても過言で はな い はずで ある｡ そ の 6 時間が､ や

る気 の ある学生だけで構成されて いるの だから､ そ の 相乗効果 は言わずもがなであろう｡

募集に あた っ て は ､ しつ こ い ほ どに勉強する ことを条件に受け付けて い る｡ こ の 毎日 6 時

間 の メ ニ
ュ

ー

は第 1 回か らず っ と変わ らな い
.

こ の法学部 の メ ニ ュ
ー

を初め て 提示 した と

き､ 清葦大学 の 留学生事務室長からは
一

笑 に付されて しま っ た ｡ ｢ 日本の 学生がそんなに

勉強するわけがない+ とい うの で ある. 民間 の サ マ
ー

ス ク ー ル は多くが観光半分 の 大名旅

行で ある こ とは半ば常識だか ら､ こ の事務室長 の 反応は むしろ当然だ っ たとい う ベ きだ ろ

う. しか し､ それだ けに ､ 第 1 期 サ マ
ー スク ー ル が成功 したとき ､ 清華側 の対応は

一

変 し

た ｡ ｢ 来年からは新潟大学を最優先にす る ｡ われわれだ
■

っ て やりが い の ある パ ー トナ ー の

方がい い に決ま っ てる ｡ 人数は今後いく ら増えて もかまわな い+ と ､ 過分な評価を頂戴し

た . 清筆大学ほ どの 名門校からの こ の お墨付きは貴重な財産とな っ た ｡ ( 3) の メ ニ ュ
ー は ､

そ の 後の 長野留学時代の 体験から思 い つシ
､ たもの だ ｡ 中国語を必死で身に つ けようとす

′
る

者ほ ど ､ 同国人 とはでき るだ け喋らな い ､ もしくは ､ 最低限､ 意識的に白本譜抜き で コ ミ

ュ
ニ ケ - 卜する ｡ 語学を身に つ けるとは ､ 結局そ の 言語で思考する こ とだから､ 意識的な

学生なら こ れくら い は当たり前の こ
､

とだ . サ マ

ー

-

ス ク ー

ルで は ､ 食事 の 時間も含めて ､ 廊

下等 ､ 自室以外の 全て の 場所で ､ ｢ 日本語禁止+ を徹底して い る｡ こ の ため ､

1
全員が必ず

揃う昼食と夕食 の テ
ー ブル は ､ 授業プラ ス ･ アル フ

‾
ァ の勉強時間にな る ｡ ある程度基礎力

の ある学生なら ､ 限られた語嚢の なかで も､ か なり の 幅の 表現を行え る し､ 場 を与えられ

ることで応用力も つ く
,

｡ 食事 の 各テ
ー ブルに は､ 必ず上級者が配置されてい る の で+ 適切

なア ドヴ ア イ ス も得られ る｡ 初心者 は初心者で ､ ヒ ア リ ン グの トレ
ー

ニ ングに な る し+ 寄

嚢も増える o そ して+ 一

言 も喋れなか っ た ､ 聞かれて い る ことばわか っ たゐに答えら
.
れな

か っ た悔 しさ ば､

r
さ らに い っ そうの 学脅意飯を育て る土とにな る o 効果は絶大 だ っ たと自

負して いる新潟大学法学部の 清葦大学サ マ
+

スク ー ルの 特徴 は以上 である
1

｡ 北京大学 へ の

派遣留学生 3 1 名 の うち 3 0 名が ､ また ､ 清華大学↑ 0)
,嘩遺留学生 1 0 名の うち 8 名が ､

こ の サ マ
ー ス ク

ー ル の 経験者で ある ことも ､

-

∴

充分 に壇解 されよう(2) o また ､ ｢ 法学部 は

サ マ
ー

ス ク
ー ルで 単位を金 で売 っ て い る+ と陰口を亭われキ土モがb

r

,

る
.
カさ､

I

.
‾ご

_
a)諸を聞 く

⊃･† た

と学生た ちが ｢ 激怒する+ 理由も分か っ て頂けるものと思う.
｡ そんなさもしい 心痛えで 勤
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まるほ ど､ 清華大学サ マ
ー ス ク

ー ルは甘 い もの ではな い の で ある .

以下､ 第1 部とt , てま とめたも の は､ 7 月 2 5 日に実施 した ｢ 2 0 0 0 年度サ マ
ー スク

ー ル事前ア ン ケ ー ト+ の 結果 であり､ 第 2 部と して まとめたもの は､ 8 月 2 7 日に実施 し

た ｢ 2 0 0 0 年度サ マ
ー

ス ク ー ル事後ア ンケ ー ト+ の 結果で ある . また第 3 部 の 内容をな

す ｢ 2 0 0 0 年度サ マ
ー スク ー

ル追跡ア ン ケ - ト+ は 1 2 月 に行われた .
A

法学部生 2 4 名の内訳は､ 1 年生
,
7 名､ 2 年生 1 1 名､ 3 年生 5 名 ､ 4 年生 1 名o･ 工 学

部の 3 名は全員 4 年生で ある ｡ 工 学部 3 名は若干参加 の 背景が こ となる の で ､ 基本的に は

検討材料か ら除外 した ｡ したが っ て ､ 特に断り の ない 限り母数 は基本的に は 2 4 名で ある ｡

また ､

-

第 3 部追跡ア ン ケ
ー トに つ い て の み ､ 母数時2 2 名で ある. 以下で 太字 の部分 は ､

タイ トル とア ンケ ー トの質問文で ある .

第 1 書β ｢ 事 前 ア ン ケ ー ト +

Q 1 : サ マ
ー ス ク ー ルの 存在を何時知りましたか ?

1 : 入学前 2 : 入学後

｢ 入学前+ と答 えた者 1 7 名 ､ ｢ 入学後+ と答えた者 7 名｡

Q 2 : サ マ
ー スク ー ルの存在を どうして 知りましたか ?

｢ 入学前+ と答えた 1 7 名のうち､ 1 3 名が高校生の うちに法学部の パ ンフ レ ッ トを通

じて知 っ て おり､ 4 名は入 学手続き書類と 一

緒に 2 月 に配られたサ マ
ー スク ー ル の 案内杏

通 じて知 る こ ととな っ た｡ ｢ 入学後+ の･7 名 の答 えは様々 だが､ 2 名は入学 して す.ぐに ガ

イ ダ ン ス を通 じて 知 っ
.

た とい う｡

Q 3 : サマ ー スク ー ルに行く決心をしたのは何時ですか ?

｢ 入学前+ に決めて い た の が 1 名､ ｢ 入学後の 説明会直後+ が 9 名 ( こ の うち､ 1 年生

が 7 名) ､ ｢ 存在を知 っ てす ぐ+ が 1 名 ､ 無 回答が 1 名 ､ 残 り 1 2 名の 答 えは多種多様 で

あ る｡

Q 4 : サ マ
ー

スク
ー

ル に行くの は何度目ですか ? 中国以外も含めて ､ 教えて下さい ｡

｢ 初め て+ が合計1 4 名で ､ 内訳は 1 年生が 7 名 ､ そ れ以外が 7 名 ｡ ｢ 2 度目+ が 9 名

で ､ そ の う.ち 2 回とも中国サ マ ス ク_
- ル なq ) が 6 名､ 英 ･ 中の セ ッ トがこ2 名､ 加 ･ 中の セ

ッ トが 1 名｡ 中国 3 回が 1 名だ っ た ｡

Q 5 I: サマ ｢ ス ケ
ー

ルに何を - 春期律してい ますか ?

書き方は多様だが ､ ｢ 中国を自分の 眼で見る+ ､ ｢ 中国人と コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ
,
ンをはかる+

等 の 回答カリ 1- 各 ､ ｢ 中国語 力 の 向上+ 等語学力を第 1 目標 に した者が 1 1 名 . イ文化遺

産 ･ 歴史+ 等 に言及 した者が 2 名o 但 し､ ほとん どの 者が複数 回答をして･おり ､ そ れぞれ

優先順位が異な っ て い るだ けだというの が妥 当な理解か も知れない ｡

Q 6 : 埠強q) 面で不安はありますか ? それはどんな不安ですか ?

講義に 7 い て の不安に言渡したの は.

:2 :1 名o 特に 1 年生 は全員がそうである.
2 1 名中､

｢ ヒア･1)
.
ング

･

,
金 串+ へ の 不安が 9 名 ､ 講義その ものP ) 進度や 周周 の

い

レヴ ェ ル に つ い て い

けるか どうかと い う不安が 8 名､ そ の他 の 4 名は別の 理由. 2 1 名以外 の そ 0) 他の 3 名は ､

-

63.
-



｢ 頑張る のみ+ 1 名､ ｢ 先生が どんな人か+ 1 名､ ｢ 特にありません+ が 1 名 ｡ 講義に つ

い て の不安 の 典型 的な回答は次 の ようなもの ｡

｢ 日本語 がま っ たく通 じな い の で ､ つ い て い けるかどうか不安 です｡ 最初 の 数 日間で は

なく ､ ず っ とそ の 状態が続 い て ､ 何 の ため に中国に行 っ た の か分か らな くな っ たり した ら

おそ ろし い です+ ( 1 年生 ･ F ) 0

Q 7 : 勉強以外の 面で不安はありますか ? それは どんな不安ですか ?

｢ 健康 ･ 食 べ 物 ･ 生活習慣+ 等をあげた の が 1 6 名 ､ ｢ 集 団生活 の 人間関係+ が 3 名 ､

そ の 他 の 理由が 4 名､ ｢ 特に な し+ は 1 名 ｡ こ の 間い も複数回答 が あり ､ ｢ 健康 ･ 食 べ 物
･ 生活習慣+ と同時に ｢ 人間関係+ をあげた者が 2 名い た ｡

Q 8 : 日本語禁止の方針に つ いて どう思いますか ? 疑問や反対意見もドン ドン書いて下

さい ( で も､ 絶対やめない けど) ｡

｢ は じめ に+ でも触れた通り ､ ｢ 土曜日 ､ 日曜 日以外は
一

切 日本語禁止+ が 清華大学サ

マ
ー

ス ク
ー ル創設以来 の 伝統で ある ｡ 申し込んで きた者 には何度も こ の ル ー ル に つ い て確

認をと っ ている ｡ その上で申し込んできた者ばかりのせい か､ 肯定派が 2 1 名 ､ 判断保留

派が 3 名の 比率だ っ たo 中国サ マ
ー

ス ク ー

ル 2 度目の 6 名と 3 度目 の 1 名はす べ て絶対肯

定派で ある ｡ 2 度 目 の絶対肯定論 は､ 次の ようなもの
｡

｢ 大賛成 です｡ こ の 方針 の おか げで ､ 去年 は覚え られた単語や会話 の フ レ
ー ズが増えま

したから+ ( 2 年生 ･ F ) 0

逆 に ､ ｢ 厳禁と い うの はち ょ っ と厳 しすぎませ んか｡ 自主性に任せ て みれば ? + ( 2 年

生 ･ M ) と い う疑問も投げかけられた が､ ｢ 自主性+ で はうまく い か ない ｡ 当方 に は当方

の 信念が ある ｡

Q 9 : 日本語禁止も含めて ､ 部屋で もで きるだけ中国語を使うよう心がける等､ 自分 で

中国語を身に つ ける環境を意識的に維持できると思い ますか ?

｢ 食堂 ､ 廊下等で は 日本語禁止だ が ､ 部屋 の 中まで は干渉しな い+ とい うル ー ル の 上 で

の賓間で ある ｡ ｢ 努力する ･ す る つ もり+ が 2 0 名 ｡ そ の うち ｢ やれる+ と断言 した者 が

3 名 ､ すべ て 2 年生 の 女子 で ある ｡ ｢ 最初は でき る+ と自己分析 した者が 3 名｡ ｢ 自信 あ

りません ｡ できる限り努力します+ が典型的な気持ちと言えるかもしれな い ( だから､ ｢ 自

主性+ で はう普くいかな い) 0

､

なおそ の 他の 4 名の 中で は ｢ 自分だ けで は難し いと思 います+ と い う冷静派が 1 衰 ､ ｢ わ

か
ノ

らな い+' という判断保留が 1 名､ ｢ 微妙ですが努力は し.ます+ と い う懐疑的努力派が 1

名､ ｢( できるとは) 思えない+ が 1 名で あ っ た｡

Q 1 0 : サ マ ー

スク ー ルの参加費用は誰が負由し鼓すか･? あるい は負担割合はどの程度
‾

ですか ?

全額保護者 の 負担が 1 4 名｡ 逆 にほ ぼ全額自己負担が 7 名｡ そ の他 ､ 負担割合を書 い た

者が 3 名で ､ そ の 割合は 3 者 3 様で ある ｡ 自己負担者か7 名も い た ことに は驚か された ｡

5 0 万円以上かかる英 臥 ドイ ツ ､ カナダとの大きな違い の在処だ｡ ただし､ 主観的に言

えば､ 自己負担で あるか否かと､ やる気 と の 間に は相 関関係はな いように思わ れる｡

Q 1 1 : サ マ
ー

スク ー ルに参加することに つ い て保護者は好意的で したか ? それ とも､

･ 説得する の に苦労しま したか ? 反対されたとしたら､ それはど の ような理 由で

したか ?

-
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｢ 好意的だ っ た ･ 非常に好意的だ っ た+ が 1 7 名と い う数字は ､ サ マ
ー ス ク ー ルが保護

者 の 熱い ご理解 に支えられて いることを裏付 け七い る｡ そ の 他 ､

;

｢ 特に反対されなか っ た+

が 1 名 ｡ 残り 6 名に つ い て は､ 次の ようなやりとりが報告されて い る0

｢ 2 年生 にな っ てからに しろと参加決定後に文句を言われた+ ( 1 年生 ･ M ) 0

｢ 初めは反対されま した . 留学をあき らめる代わりにサマ
ー ス ク ー ル へ の 参加者認めて

もら いま した+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 去年 も行 っ た か らと い う経済的理 由で反対されま した+ ( 2 年生 ･ F )

｢ さみし い と言われたが､ 私 の性格から諦めて賛成+ ( 2 年生 ･ F ) I

｢ 最初 は去年と 2 年連続とい う こ とで少し反対されたが今 は協力的にな っ た+ ( 2 年生

･ M )

｢『夏休 み 1 カ月を使 っ て行く必要がある のか ｡ そ の 成果はある の か』 と言われま した+

( 2 年生 ･ F ) 0

Q 1 2 : 計 4 回､ 説明会をやりま したが､ 説明の仕方はどうで したか ? 不十分なところ

や ､ 説明の足りなか っ たところがあ っ たら教えて下さい ｡

｢ 特 にな し ･ よく分か っ た+ が 2 1 名 o ｢ ル ー ル集 の配付が遅か っ た こと+ に触れた 者

が 2 名 ｡ 無 回答が 1 名｡ 手前味噌な総括であるが ､ ｢ 適度に緊張感が あ っ て よか っ た+ ( 1

年生 ･ F ) というの が 一

般的な回答と言えようかと思う｡

なお､ 工学部の 3 名は､ 当然 の こ とながら､ 全員サ マ
ー ス ク

ー

ル は初 めて で ､ そ の 存在

を知 っ た の も最近 の こ とで あ っ た . ただ ､ 4 年生と い う こともあ っ て ､ そ の他 の ア ンケ ー

ト項目に対 して は ､ 法学部 の 初めて の 参加者よりはク ー ルな反応をみ せ た ｡

第 2 普β ｢ 事 後 ア ン ケ ー ト +

事後 ア ン ケ
ー トは ､ 8 月 2 7 日 に行われた o 4 週 間 の講義月 程の 最終日で ある o

J

以下 ､

母数はやはり法学部学生の 2 4
､̀
名で ある .

Q 1 : サ マ
ー スク ー ルの全般的な感想は どうですか ?

1
`

: 満足 2 : まあ満足 3 : やや央望 4 失望

｢ 満足+ が 1 7 名 ､ ｢ まあ満足+ が 6 名 ､ ｢ やや失望+ が 1 名｡ 但 し､ ｢ やや失望+ の 1

名はその理由に ｢ 自分に失垂+ とある ｡

Q l l, : その理由は何ですか?

サ マ
ー

ス ク ー

ルが学生 1 人 1 人 に対 して持 っ て い る意味は ､ こ の質問 へ の答 えに集約さ

れ る o 煩雑 だが
-
1 つ 1 つ 紹介する こ ととする . まず､ ｢ 満足+ の 1 7 名.

｢ 自分に と っ て い ろい ろな意味で プラ ス にな っ た と思う の で参加 して よか っ たと思 い ま

す+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 中国語 の 勉強 もし っ かりや っ で ､ そ の 上 い ろい ろな とこ ろも参観 できて ､ 充実 して い

たから+ ( 1 年生 ･ F ) 0

- ｢ 自分なりに中 国語のカが伸びたと思うか ら｡ それから毎 日 の隼活がとでも楽 しくて 充

実したもの だ っ たから+ ( 1 年生 ･ F ) ｡

｢ 中国語 の 口語 とヒアリ ン グの 能力が 向上 したから｡ それ以外にも北京市内 の 多く の 場
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所を見学できて文化に も触れられた+ ( 1 年生 ･ M ) 0

｢ 日本で の 1 年間に相当する授業量を連続 して 受けられ ､ 漢語能力が 向上 し､ また ､ 重

要地見学､ 生活
一

般を通 して+ 中国の 文化や習慣を多少なりとも知る ことがで きたの で+

( 1 年生 ･ M ) 0

｢ 中国に実際に釆て ､ 様 々 な体験ができた こ と｡ そ してサ マ
ー

ス ク ー ル に参加 した こ と

で ､ 普通に生活 して い た ら滅多に知り合う ことが できな い ような人 々 と 一

緒に生活で きた

こ と｡ とにかく沢山の 良い こ とがあ っ て濃い 1 ヶ 月でした+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 授業が充実 して い た こ と｡. 集中して 取り組めた こ と+ ( 2 年生 ･ ド). 0

｢ 同室 の 人とも上手く い き､ 楽 しく学習できたから+ ( 2 年生 ･ F ) o

｢ 中国で の 生活がとて も楽 しか っ た こ と｡ 中国語カ の 向上 にとて も役 だ っ た こと｡ す べ

て におい て満足です+ ( 2 年生 ･ ド) ｡

｢ 自分の 努力不足で ､ 中国語で会話をすると い う目標は完全に は果 たし得なか っ たが､

授業 の 先生方をは じめ ､ 清華大 の 留学生た ちと､ つ たない 中国語なが らもなん とか会話 が

で きた ｡ 自分 の で きる範囲内で ､ 見 るもの ､ 聞くも の ､ い ろい ろと吸収でき た+ ( 2 年生
･ M ) 0

｢ 今まで の たるんで いた気持ちが引き締まり､ 周りの 頑張 っ て いる人を見て ､ 刺激を受

けた こ と+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ とにかく､ 漢語 の 授業がも の すごく充実して い たと思う｡ ま た ､ 北京 の い ろ い ろな面

を見 られた所も大変良 い経験とな っ た+ ( 2 年生 ･ M ) ｡

｢ 授業の 先生に恵まれたことと ､ 日程の組み方など､ とても整えられた環境の中で 1 ヶ

月過 ごせま した ｡ 大変満足です+ ( 2 年生 ･ ド) 0

｢ 小さな トラブルを挙 げるときりがな い が ､ 私が思うに今の と こ ろは全員無事に最後 の

授業を迎え て い るか ら+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ た くさん友達ができ ､ 中国語も多少 上達 したと思う の で+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 中国語能力､ 特に ヒアリ ン グが向上 したこと+ ( 3 年生 ･ F ) 0

な お 1 年生 1 名が理由に つ い て は無回答 ( 但 し､ 次頁 Q 2 の最初 の 回答が同人 の もの で

ある｡ ) 次に ｢ まあ満足+ の 6 名｡

｢ 希望通り中国語 に つ かる こ とができた ｡ しか し､ あまり外出 しなか っ た+ ( 2 年生 ･

F ) 0

｢ 授業 の 予習 の 時間が多くなりすぎて ､ 復習にまで手が回らなか っ た こ と｡ ま た､ 勉強

が忙 しすぎて ､ 参観する余裕がなか っ た こ とo で も勉強が目的な甲で 満足です+ (...2 年生
･ F ) 0

｢ 2 度目 の参加と い うこともあり､ 去年の 自分よりも成長して いる こ とが実感で重たか

らです+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 自分 の 中国語が思 っ たほ ど伸 びなか っ た+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 授業 に つ い ては 満足で した が､ い ろい ろあ っ て ､ 体調を崩して しま っ た の で ､ 全般的

に満足とは言え ません+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 中国語 の 授業が嘩ぼ毎日あ っ て ､ 充分に 御重で きたからo 身体を こ わさなか っ たらも

っ と受けられた と思う の で ､ それが残念 だ+ ( 4 年生 ･ F ) 0

こ こ に見られるように ､ 体調の善 し悪 しは ､ 満足度に大 い に影響す る ｡
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なお､ ｢ やや失望+ の 1 名 ｡

｢ 自分に失望 ｡ 努力がかなり足りな い部分があ っ で 悔やまれ る+ ( 3 年生 ･ M ) 0

Q 2 : サ マ
ー スク ー ルで何が 一 番充実して ましたか ?

｢ 授業+ ､ をあザた の が 1 3 名 ､ ｢ 外 国で の･B 常生活+ が 8 名 ､ ｢ 中国文化に触 れた+ が

2 名､ ｢ 自由行動+ が 1 名. 中国語 の勉強をするとい う目時が は っ きりして い る以上 ､ 毎

日 6 時間 の 授業も何ともなか っ たと い うこ とだろうか｡ ｢ 外国で の 日常生活+ をあげた 8

名 の うち､ 特筆す べ き意見を以下 にあげる｡

｢ する べ き こ ととやりた い こ とが本 当に たくさん あ っ て ､ 1 日 1 日 の 密度が濃か っ た で

す ｡ 1 カ月があ っ と いう間で した+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ い ろん な年齢の人 と出会うこ とがで きてかなり刺激にな っ た と思ラ+ ( 1 年生 ･ F )

｢ 留学生楼に宿泊できた こ とで 中国人 の みな らず ､ ドイ ツ 人 ､ マ レ
ー

シ ア人 ､ オ ー ス ト

ラリア人な ど､ 各国の 学生と知り合 い に なれた+ ( 2 年生 ･ M ) 0

他方 ､ ｢ 規則正 しく生活できた+ ( 2 年生 ･ F ) と い う意見 もあ っ た ｡

1 年生 にと っ て は､ 多くの 上級生と事実上初めて親 しく接するチ ャ ン ス だと い う面は､

ア ン ケ
ー トの そ こ かし こか ら浮か び上が っ てくる ｡

Q 3 : 何が
一

番の収穫で したか ? ( Q 2
,
と同じでも構い ません) ｡

こ の 間 い に つ い て も省かずに紹介す る こととす る｡ 順序 は､ ｢ Q 1 ,

+ と同 じで ある｡

｢ 自分の 身を以て中国の 生活を体験で きたことです｡ 中国語の 勉強にな っ たことはもち

ろん の こ と､ 中国 の文化を学ん だり､ い ろん な人と知り合い にな っ たり ､ 様 々 な人生経験

が できた こ とが
一 番 の 収穫です+ ( 1 年生 ･ ド) 0

｢( 無 回答)+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ い ろんな人とい ろんな話を して ､ なんとなくで はあるが自分 の 目標のような
.
もの がみ

えた気がする ｡ 日本に帰 っ てからもそ の 目標に向か っ て 頑張れ そうです+ ( 1 年生 ･ F )

｢ 日本と中国の 文化の 違 いを学 べ たこ と+ ( 1 年生 ･ M )

｢ 中国文化 の体験+ ( 1 年生 ･ M )

｢ い ろい ろな人たちと知り合えて たくさん 話がで きた こと ｡ 中国語が上達 した こ.と+ ( 1

年生 ･ F ) 0

｢ たくさん の 人と話せ た こ とで す+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 去年 の 友人 に出会えた こ と｡ 未年北京で知り合 ? た人が温かく歓迎 して くれた こ と+

( 2 年生 ･ F ) 0

･ ｢ い ろい ろな^ ,と知り合え たし､ イ中良くなれたことと､ 街にでて度胸カさつ
,
i
.

1 たこと+ ( 2

年生 ･ F ) 0

｢ 中国語力の 向上 o と言 っ ても､ 中国語を嘩抗を感 じずに話せ るようにな っ

､
たと い う程

度 です+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 共 同生活を したことで ､. 1 人暮らしでは つ い 出て しま い がちな『あまえ』をなくせ た+

( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 初めて長期 の 共同生活で い ろん な^ と話せた こと. 語学 の 重要さに改めて 気づい た こ

と+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 著 しく中国語 の能力が向上 したと思われる こ と+ ( 2 年生 ･ M ) 0

A r 個人的ですみまやんが､ 将来の 方向性にフ い て僅かながら先が見えて きた ことが､

-
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番の収穫 です . そ れが目的で ､ サ マ
ー

ス ク
ー ル に参加 しました が ､ やはり ､ 異国 の 空気 に

触れて 自分を見 つ め られた こと ､ また ､ それができる環境､ 時間が与え られた こ とが大き

いです+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ ヒアリ ングが去年に比 べ て伸びた こ と｡ 作文が書けるうにな っ たこ と｡ 久 々 の 集団生

活を味わえた こと+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 外 国で の 生活+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 中国語能力+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ ヒケリ ン グ+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 授業 ｡ 去年釆たときより多く の 人と接す る ことができた こと+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ わかりません+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 単語 の 数を増やす ことができ ､ 口語な ども新 たに憶えられた ことです｡ また ､ それを

すぐ実践で きたの で最高で した+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 漢語｡ 中国に居た こと+ ( 3 年生 ･ F ) ｡

｢ 中国語 の勉強+ ( 4 年生 ･ F ) 0

｢ 三国志 グ ッ ズの 買 い 占め ｡ これが
一

番 の収穫 である 自分にまた失望+ ( 3 年生 ･ M ) 0

Q 4 : 何か嫌なことはありましたか ? 差 し支えなけれぱ教えてくれますか ?

｢ 特 にな し+ が 8 名 ､ 無 回答 が 4 名 ､ ｢ 人間関係+ が 3 名 ､ ｢ 授業 の 雰囲気+ が 2 名 ､

そ の他 7 名 は各人各様 ｡ 嫌 な こ とは当然 い く つ もあ っ た と思う｡ ｢ 特 にな し+ の 8 名は あ

る
■
い は回答 にあた っ て気 を使 っ てくれた の かも知れな い ｡ 無回答 の 4 名もある い は言い た

い こ とがあ っ た の かも知れな い ｡ 自他共 に参考 にな る の はそ の他 の 中の 次 の 3 例かも知れ

ない ｡

｢ 聞き取れな い 中国語+
■
( 2 年生 ･･ F ) . サ マ

ー

ス ク ー ル の 成否 の 多く ､ 達成感 の ほと

ん どは ､ 要す るに語学力 の 進歩の 度合 い に由来す る｡

｢ 慣れな い生活で体調を崩 した こと｡

一

時は気が滅入 っ て しま い ､ 日本に帰りたくな っ

て しま っ た+ ( 2 年生 ･ M ) ｡ 体調を崩して はどうにもならない ｡

‾ただで さえ日常と異な

っ た環境 の上 ､ 授業が 6 時間もあると いうカリキ ュ ラ ム である ｡ 健康を維持できたか否か

は達成感 に直結す る ｡

なお ､ ｢ もう少 し皆が 『大人』 だ っ た ら､ 各種参観 ･ 自由活動 も全員が本 当 の意 味で楽

しめたと思います+ ( 3 年生 ･ M ) と いう大人の 見解もあ っ た ｡
･

Q 5 : あなたが期待したもの は得られましか ? それは何故ですか ?

1 4 名が中国語 の 学習面で の効果をあげたがく それが最多であ っ た . 典型的な回答 は次

の ようなも の ｡

｢ 得 られま した . き っ とこ の サ マ
ー ス ク ー ルの制度( 日本語禁止や参観な ど) が充実して い

たことと､ 少し自分も努力したからかと思われます+ ( 1 年生 ･ F ) 0

そ の 他 ､ 8 名が別 の理由で 期待通りだ っ た と回答 した

■

｡ ｢ わかりませ ん+ 1 名 ､ 無 回答

が 1 名｡ そ の他 の 8 名の なかで ､ 興味深か っ た の は以下 の 回答で ある 0

｢ 勉強を兼ねた中国参観と い う つ もりで参加 した の だが､ 予想以上に勉強がき つ か っ た

というのが本音です｡ しか し､ きつ か っ た分 『充実した夏期短期留学』 と いう大きなもの

を得 られま した+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 中国に来られて ､ 多くの刺激を得る ことがで きましたo それだ けセも満足ですし+ そ
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の刺激を今後 どう届 かそ うかとわくわくしながら思索中です+ (
'

1 年生 ･ F ) o

Q 6 : 何が期待通りではありません で したか? それは何故ですか ?

｢ 期待通りだ っ た ･ 期待以上 だ っ た+ と い うも の が 7 名､ ｢ 特 に思 い 当たりません+ が

2 名 ､ ｢ よく分かりま せん+ が 1 名､ そ の他 自分が期待通りだ っ たか どうかを書 い た者が

1 0 名｡ そ の 他に次 の 4 例を紹介させて強く｡

｢ もう少し清華大の学生と話す機会が あるかと思 っ た+ ( 1 年生 ･ F ) o 当然の こ とだ

が ､ 夏休みで清華大学 には 中国人学生は い ない o また仮 に いたとして も､ 1 年生の 語学力

で 交流をはかる の は､ 少々 難しい かも知 れな い ｡

｢ 清華大学 の外 に出られる時間が少な か っ た こ と+ ( 2 年生 ･ F ) o 気持 ちはわか るが ､

今の制度設計を維持する限り難しい ｡

｢ ク ラ ス 分 け｡ 自分 のカが こ のク ラ ス で い い の か最後の 方ま でわからなか っ た+ ( 4 年

生 ･ F ) ｡ クラ ス分 けは第 1 次的に は引率教員 の責任で行 っ て い る ｡ そ して本番に臨ん で ､

サ マ
ー

ス ク ー ル開始 1 週間以内は本人 の 申し出に基づ い て 再検討を して い るo 残念ながら､

こ うした迷 い にまで は責任 を負 い かね る ｡

｢ 集団生活を守れない 者が多数い たこ とo いくら自由活動等の前 日とは い え､ 午前 3 時

前後まで大酒を飲ん で廊下等で大騒ぎをする の はどうかと思うo また ､ 他人 の部屋に勝手

に入 り込み ､ 大切な用事 を邪魔 した者が い た+ ( 3 年生 ･ M ) o 今年の サ マ ス ク
ー

ルが大

成功 だ っ た の は大前提ですが､ そ れで も個別に反省 の 必要はある ようです o

Q 7 : 期待通りの 中国語力が つ きましたか ?

1 ‥ 進歩した 2 : まあ進歩した 3 : あまり進歩なし - 4 : 全然進歩なし

｢ 進歩した+ は 7 名 ､ ほ あ進歩した+ は 1 4 名､ ｢ あまり進歩な し+ が 3 名 o ｢ 進歩し

た+ 7 名の うち､ 4 名は 1 年生 ｡

Q 7
,
: もう少し詳しく敢えて下さい ｡

まず ｢ 進歩した+ 7 名の 自己分析を紹介する ｡

｢ 自分の 言
.
い た い こ とを頑張れば言えるように な っ たようた思える の で良か っ たと思 い

ます+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ っ い た と思う.

'
自分で意識して発音するように な っ た こ とはすご い かな ､ キ思 っ た+

( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 中国人と少しでも会話でき るようになろうと思 っ

､
でいたが､ カタ コ トで はあるができ

るようにな っ た の で満足 して い る+ ( 1 年生 ･ M ) 0

｢ 口語 ･ ヒアリ ン グに つ い て確実に向上 した o 単純に耳が慣れただけ の こ t
-
もあるが ､

普通に漢語が耳に入るようにな っ た気はする. 口語 に つ い七も､ 最初は準じなか っ た発音

も次第 に通用する ようにな っ た+ ( 1 年生 ･ M ) ｡

｢ ヒ アリ ン グは難 しい ｡

ノ
なかなか進歩しなか っ たが ､ 最後 の 週 にな っ て ようやく尭生が

言 っ て い る ことの 8 割以 上が開き取れるようになi
' た ( こ のまま こ こ にいて勉 強 した い く

らいです)+ ( 2 年生 ･ F ) .

｢ 日常生活で話せるように なるとは思 っ て なか っ たが+ 十分進歩したと思う+ ( 2 年生

･ M ) 0

｢ 聞い た言葉が思 い浮かぶようになりました十( 3 年生 ･ M ) .

次に ､ ｢ ま あ進歩した+ の 1 4 名｡
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｢ 難しい文法とかは修得 して い ない けど､ 日常生活に必要な会話を結構身に つ けたと思

う+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 聞く力は だ い ぶ つ い た と思 い ます o けれ ど会話 がま だまだ できません+ ( 1 年生 +
,
F ) .

｢ 最初に比 べ れば確実に進歩しま したが､ せ っ かく中国に い る の だか ら
_
も っ とい ろい ろ

な人に中国語 で話しか ければ良か っ たo ヒア リ ングの力がなく語糞が足りません+ ( 1 年

生 ･ F ) 0

｢ 中国に来 る前よりは ､ 伝えた い こ とを言葉にでき るようになりま した ｡ が ､ ヒア リ ン

グが思 っ た ほ ど身 に付か なく ､ 自ら の努力が必要で あ
.

っ たと思 い ます｡ ですが ､ 中国人と

会話できた時､ とて も嬉 しく､ それを感 じとれただけで も進歩で した+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 投業中先生 の言 う こ とが ､ 以前よりも少 しだ け速く分か るように な っ たと思 う+ ( 2

年生 ･ F ) 0

｢ あまり話せ る ようにな っ たとは思 いません が ､ タク シ ー でぼ っ た くられる ことなく ､

ち ゃ んと目的地まで行 けるようにな っ たり ､ ひとりで バ ス に乗れるよう にな っ た ことは進

歩だと思 います+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 去年 の サ マ
ー ス ク ー ルで は中国語 の 上達が実感で きま したが ､ 今年も全く上達 して い

な い とい うの で はありま せんが ､ 去年よりも伸び が足りな い ような｡ これか らも っ と勉強

します+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 先生 の話はたいて い聞き取れる｡ が､ 街の人や小姐 の 話は 『もう
一

度言 っ て下さ い』

が多くなる+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 来た当時よりも聞き取る能力は つ い たと思う ｡ でも､ い ざ自分から話すとな
■
るとま だ

まだ です+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 発音がす ごく良くな っ たと思う ｡ で も聞き返される こともあるけれど｡ ヒア リン グの

方は進歩 したが ､ それで もまだま だ本当に未熟者｡ 悔しさも入 っ て 『ま あ進歩 した』+ (.2

年生 ･ F ) 0

｢ 先生 の言 っ て い る こ とがす べ てで はな い が聞き取れる ように な っ た+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 未 だに
一

般人 の会話を充分 に聞き取れな い自分を情けなく思う ことがかなりあ っ た ｡

また､､ 自分が使える表現手段 もま だ少ない
｡ したが っ て ､ あと 一

歩とい うと ころだと思 い

ます+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 今はまだ分からな い o 帰 っ て 中国語 の クラ ス など受 けて みれば分かるかも知れなしリ
( 4 年生 ･ F ) 0

3 年生 1 名が無回答だ っ た｡

次に ､ ｢ あまり進歩なし+ の 3 名 ｡

｢ 中国に釆た ときとあまり変わ っ 七いな い気がする . 質問されて も答えられな い+ ( 2

年生 ･ F ) 0

｢ 自分 一 人で行動しなか っ たため ､ 仲間に頼 っ て しま T, たo 授業の内容は初めの 頃より

は理解しやすくな っ たが ､ 日常会話はまだまだ努力が必要 だと感 じた+

｢ 日常会話くら い はで きるようにな っ て 帰りたい と思 っ て い た の に､

国の 日を迎 えそ う+ ( 3 年生 ･ M ) 0

Q 8 : 中国語カが伸びた ･ 伸びなか ? [ = 理由は何だと思い ますか ?

｢ こ の 充実した毎日 の 生活と授業だと思 います+ ( 1 年生 ･ F ) 0
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｢ 中級班 の人 に発音 の 練習を見て もら っ たり ､ , 毎 日､ 中国語で 日記を つ ける宿題をや っ

た こと+ ( 1 年生 ･ F )､ ｡

｢ 商店の 人などとでき るだけ話すように心が けた こ と+ ( 1 年生 ･ M ) 0

｢ 日常生活や 日本語禁止など漢語を使う機会が多か っ た こ と｡ 初級放で の徹底的な読み､

聞き の 繰り返 し+ ( 1 年生 ･ M ) 0

｢ 友達同士 の会話も中国語をなる べ く使うように した こと+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 実際に よく使 っ たか どうかだと思 います｡ 私はまだまだ使 い足りなか っ たようです+

( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 最初 の 1 ､ 2 週間は伸びた とい う気が しま した ｡ 日本語禁止など日常で積極的に 中国

語を使う機会があ っ たか らだと思 います ｡ 後半 中だ るみ しま した+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ ヒアリ ン グがなかなか伸びなか っ たの は､ テ
ー プを積極的に聴かなか っ たか ら. 伸び

た理由は楽 しん で勉強できた こ と+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ やはり ､ 1 日 6 時間も勉強 した の が
一 番 の理 由であ ると思う ｡ あと ､ それを実践で き

る場所がす ぐ近くにある の もよ い こ とだと思う+ ( 2 先生 ･ M ) 0

｢ 毎日の 予習､ 復習､ 積極的に会話しようとする姿勢､ あと､ 先生の 授業内容で し ょう

か+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 努力 の 足りなさ+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 私 の 努力が足りな か っ た か らです+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 授業で 習 っ た 内容を少しでも日常生活にお い て ､ 友達､ 留学生と話 した こ とが伸び た

一

番の理 由です+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ も っ と外に出て話そ うとすればよか っ た ｡ で も恐か っ た+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 毎 日 の 予習 ･ 復習+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 授業 へ の積極的な態度と意欲 ｡ 留学生や中国人と の 交流+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 授業中及び､ 日常生活 の中で 積極的になれなか っ たところ+ ( 2 年生 ･ F ) ｡

｢ 中国人と会話するときに ､ 自分が分か らな い こ とを相手の 中国人はイ ラ つ くの で はな

い かと､ 少し遠慮 して しま っ た ｡ 遠慮 して いるうちはまだまだ甘 い と思う+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 同室の 人に つ られて 予習を頑張 っ た ｡ 漢語で の 会話を逃 げて しまうと- こ ろがあ っ た+

( 3 年生 ･ F ) 0

｢ できるだけ中国語を使うようにした からだと思 います+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 授業以外で の 勉強と･､ 積極的に使う こと+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 伸びた 理由 : 投業を皆勤 した こ と｡ 中国語で 日記を付 けて い た こ と｡ 伸びな か っ た壁

由 :
一

般の
‾
中国人 と話したりする機会が少なか っ た こ と+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 自分 の シ ャイ な性格｡ 積極的に話しかけることがで きなか っ たの が大きな理由だと思

ラ+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ ま ぁ 伸 びたと思うが ､ も っ と中国人と話す機会があればより伸びたかなと思う+ ( 4

年生 ･ F ) ｡

Q 9 : 日本語禁止も含めて ､ 部屋でもで書るだけ中国語を使うよう心がける等､ 自分で

中国帯を身に つ ける環境を意識的に作ろうとしま したカ1 ?

こ の 間い は､ 各人 の 工夫が最も現れて い る箇所で ある ｡ 全員 の 記述をそ の まま採録す る

こ とと した い ｡ ､
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｢ しま した｡ 自分の 話した い こ とを話すために単語を調 べ たり.､ それを意識的にたくさ

ん 使うように心が け､ 体 で陪えるように しま した ｡ でも ､ 微妙に変な日本語と中国語 の 混

ざ っ た言葉 を日常的に使うようにな っ て しま いま した+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ す べ て の 会話を中国語 でする こ とば できなか っ た けど､ な る べ くする ように努力 して ､

言 い たいこ とが中国語で わからなか っ たら辞書をひくように した+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 食事中に他 の 人が中国語で話 して い る の を密か に 聞い た りした+ ( 1 年生 ･ F ) ｡ 食

事 中の 会話 にたとえ参加 できなくても､ ち ゃ んと学ぶ こ とができ る ことの 証左 ｡

｢ 商店 の 人などどできる だ け話すように心 が けたが ､ 部屋 の 中で は 日本語だ っ た+ ( 1

年生 ･ M ) 0

｢ 部屋で 中国語は大 して多く使わなか っ たが､ 同室 の 先輩に い ろい ろ漢語 に つ い て指示

して頂 い たりした ｡ 他はと言うとでき る限り外に 出た こ とくら い ｡ そ こ で 顔見知 っ た人 々

と会話をした+ ( 1 年生 ･ M ) 0

｢ は い ｡ 友人間 の 会話 はばとん ど ニ セ 中国語を使 っ て いま した ｡ そ の おかげで語嚢が増

えました+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 英語混 じりの ､ と っ て も怪し い 中国語で頑張りま した ｡ 部屋 の 外で は極力 日本語を使

わな い よう に心が けま した+ ( 1 年生 ･ ド) 0

｢ 1 人で散歩 して話 し相手を探 したり ､ 積極的に バ ス ･ 電車を使 っ た こと+ ( 2 年生 ･

F ) 0

｢ 日本で思 っ て い た ほ どはできませ んで した+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 苦痛で はなく中国語 を使う の が楽 しか っ た です ｡ も っ と長く い た い です+ ( 2 年生 ･

F ) 0

｢ 部屋で は日本語を使 っ ていた ｡ しかし､ できるだけ中国人と話そ うと､ 中国人 の集ま

る玄関先 に こまめに足を運んだ+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ なる べ く中国人と喋 るように した ｡ 留学生や中国人と､ 卓球 ､
バ ドミ ン トンを通 じて

交流を持 っ た+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ 正直ち
'

よ つ とできなかちた . けど､ わか らな い単語 とかはす ぐに調 べ る‾ように して い

た+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ しま した ｡ 宿舎の 玄関で ､ ま た､ フ ロ ン トの 人と話 そうと ､ よく散歩しま した ｡ が､

ち ょ っ と甘 えが出て ､ 友人との 間で は積極的に 日本語を使 っ て たかも｡ ですが､ 終盤 の 方

で友達とも､ 最低 の 会話ができ る ようにな っ た時 ､ 楽 しんで 中国語七話せま した+ ( 2 年

生へ･ F ) .

｢ 日記を つ けて い たの は大きか っ たが ､ それ以外 の 面で は いま ひと つ 努力が足り屯か っ

た と思う+ ( 3 年生 + M ) 0

｢ 部屋 の 中で はあまり中国語を使 いません で した+ ( 3 年生 ･ M ) 0

｢ 電話の 対応もゃきるだけ中国語でで きるよう古土しま した+一( 3 年生 ･ F ) .

｢ 毎日 中国語で 日記を つ けた+ ( 2 年生 ･ F ) 0

｢ 部屋や教室で もなる べ く使うように して い ました o 高度な内容を話 してし
ノ
､ たわ

■L
けで は

ありません が ､ 自然 に中国語が出て くる雰囲気は作れたと思 います+ (
‾
2 年生

･. F ) .

｢ 多少+ ( 2 年生 ･ F . ) 1

｢ 日本語禁止 の 環境 の 中で ､ わからなか っ た単語などは部屋 に戻 っ た らす ぐに調 べ る習
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慣が つ きま した ｡ 頑張りま した+ ( 2 年生 ･ M ) 0

｢ なかなかできなか っ た+ ( 3 年生 ･ F ) 0

｢ 作ろうとしたが結構難しくて ､

.
充分でなか っ た+ ( 4 年生 ･ F ) ｡

｢ 毎 日 ､ 講義が終わ っ た後 ､

'
郵便局 の 隣の C D 屋に行 っ て ､ 店員( 美人のお姉 さん) とお

喋りをした+ ( 3 年生 ･ M ) 0

Q 1 0 : 引率教点 ･ 助手
･ 清華大スタ ッ フの へ の 評価や雫望を

一

言

｢ 本当に ご苦労さま で したと感 じま した+ ( 1 年生 ･ F ) ｡ 客観 的に言 っ て ､ 同様回答

多数 ｡ こ こ で はい ちい ち紹介しな い ｡

Q 1 1 : 中国語の先生に つ いて の評価も聞かせて下さい ｡

各ク ラ ス ､ 先生 は2 人ず つ ｡ 各クラ ス ごとに 2 つ ず つ 典型 的な意見を載せる ｡

初級班

｢ 先生 も 一 緒に 中だ るみを した の が頂 けな い . でも
一 生懸命七良 い先生で した+ ( 1 年

生 ･ F ) 0

｢ 元気 の い い先生で楽 し い授業 だ っ た ｡ 雑談をする時間もあ っ て ､ そ の 中から会話を学

べ たけど､ ち ょ っ と雑談が多いな - と感 じる時が あ っ た+ ( 1 年生 ･ F ) o

中級班

｢ L 先生 は少 し分かりにくか っ た ｡ Y 先生は熱心で授業も非帯に分かりやすくて良か っ

た+ ( 4 年生 ･ F ) 0

｢ L 先生 は帰るのが早くて少しやる気がないの かなと思うこ ともありま したが ､ 何をし

た らよ いか考えて 下さ っ て い ると思 い ました｡ Y 先生は授業に工夫がして あり､ 分かりや

すくてよか っ た と思 い ます+ ( 2 年生
ノ

･ F ) 0

上級班 ( 中国語で は高級班)

｢ c 先生が投業を数 回しか釆なか っ た ｡ G 先生 は
一

生懸命授業を進 めて い た+ ( 3 年生

･ F ) 0

r G 先生は親切 で良い と思 います ｡ C 先生は話すの が速いと思 います+ ( 3 年生 + M )
､

○

/

正直言 っ て教員不足 の 現実は否定できな い ｡ 毎年半数前後が入れ替わ っ て い る の で ､ 十

分な相互理解に欠ける点も否めな い . ま た若 い教 師の
,
埠率も高く ､ 経験不足 の 点がある の

は 郎 口してし
.

､ る . どこで も理想的な言葉めプ占は決しで豊恵なわけセはない o

､ ただ､ 最初

の 2 日
‾
間は ､ 全講義に引率教員が出席 し､ 議義に おける意志疎通をチ よ 1

y ク して い る し ､

してきた. 潤 筆側も これに特にク レ ー ム を つ けるわけで はなく ､

}

むしろ､
L 当方の出した改

善提案 は事実上ほとん ど受け入れてもら っ てきキ( C 先生は今年 ､ 学会出張が多か っ た
..
) o

Q 1 2 :
･

同じ時期に滞在した他の グ)レ
⊥ プと比べ てどう患いましたか?

自分 は自分である . 他人がとぅで あろうと関係ない o したが っ て､ あまり品の 良い 質問

だとは言えな い が､ しかしそれを衆知 の上で ､ 学生たちの 生の 気持ちを伝える意味で ､ 敢

えて蔑 つ か の 回答を紹介す る こ ととす る ｡ ただ ､ 学生た ちは決して 自画自賛に 陥 っ て い る

の で はなく ､ 充分に客観的にも自己分析をして い る去

｢ 日常生活での 緊張感が違うと思いま
′

したo 食事の 時で も頭が シ ョ
ー ト寸前まで 働いて

いま した+ ( 1 年生 ･ F ) ｡ こ れはやはり､ 日本語禁止 の 効用 ｡

｢ 遊 びに釆て い ると思われるような人も い た の で自本譜禁止は強い と思 っ た+ ( 2 年生

･ F ) 0
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｢ 終えて みて言えることは厳しい硬業があ っ て こそ の 1 カ月だと思 いました. 全然うら

やま し い なんて思 い ませ んで した+ ( 2 年生 ･ F ) o 民間企業主催 の サ マ
ー

ス ク
ー ル は ､

基本的に午後は 自由行動と い う名 の お遊びタイ ム である ｡

｢ 午後に授業があ っ た分 ､ こ っ ちの 方が充実 して い たと思う+ ( 3 年生 ･ M ) 0

他方､ シ ニ カル な自己分析もある｡

｢ 食堂や ､ 廊下で の格好､ 授業 へ の 臨み方は新潟大が N ｡ .1 で し ょ う｡ しか し､ 夜 中に

騒 い だりする串は他の グル ー プと大差はない よう に思えます+ ( 3 年生 ･ M ) .

I r 後 に釆 たある大学 の グル ー プは ､ 朝 ･ 昼 ･ 晩 の ご飯 にみん な で 揃 っ てきて い て ､ それ

に比 べ て私 たちは ､ 来 る時間が バ ラ バ ラだ っ たり､ した ｡ 彼らは食事中に 中国語を使 っ て こ

そ い なか っ たが ､ 毎食き ちん と揃 っ て 来て ､ 素晴らし い と思 っ た+ ( 2 年生 ･ F ) ｡ どう

で す､ こう いう冷静な自己分析は捨てた もの では な い で し ょ う｡

Q 1 3 : 授業以外の平均勉強時間は毎日何時聞く らいで したか ?

大体 ､ 2 時間か ら 3 時間 の者が 1 2 名､ 1 時間前後 の 者が 8 名､ 4 時間 の者 が 2 名 ｡ 無

回答が 1 名､ ｢ 分からない+ が 1 名｡
こ の 自習時間量 は､ 抱 い て い たイメ

ー

ジよりも少な

く ､ 意外に感 じて い る ｡

第 8 普β ｢ 追 跡 ア ン ケ ー

ト +

追跡 ア ン ケ
ー トを行 っ た理由は 2 点ある o ひと つ は ､ 語学力 の 面で の 効果を見極め るに

は ある程度 の 時間 の経過が必要だ と思われた こと ｡ ふ た つ に は ､′サ マ
ー

ス ク
ー

ル 終了時 の

興奮が冷めて ､ ある程度冷静に振り返 っ た とき の 評価を知りた か っ たこ とで ある ｡

以下 に ､ 2 0 0 0 年 1 2 月に行 っ た追跡アンケ ー トの 結果を紹介す る. サ マ
ー

ス ク ー

ル

終了後 ､ そ のまま北京大学国際関係学院に留学 した 3 年生 1 名と ､ 就職活動 の た め連絡 の

つ かない 4 年生 1 名を除き ､ 残り全員が協力して くれた . したが っ て ､ こ甲ア ン ケ
ー トの

み ､ 母数 は 2 2 名である ｡

Q 1 : 新学期が始ま っ て ､ 日分に中国語カが つ い た実感はありますか ?

1 : 大いにある 2 : まあ感 じる 3 : あまり感 じない 4 : ほとん ど感 じない

｢ 大い にある+ は 5 名 ､ ｢ まあ感 じる+ は 1 3 名､ ｢ あまり感 じな い+ は 3 名 ､ ｢ ほとん

ど感 じない+
.
が 1 名｡ したが っ て ､ 以下 の Q 2 ､ Q 3 の回答者の 母数は 1 8 名となる｡

Q 2 : ( Q l で 1 または 2 と答えた人に) 次の 5 つ の項目に つ いて ､

一

番カが つ いたと思 わ

れる項目から順に 1 ､ 2 ､ 8 ､ 4 ､

会話 ヒア リ ング

5 の欄に項目名を書き入れて 下さい ｡

発音 読解力 作文

1 1 0 人 5 人

2 3 人 1 0 人

っ 3 . 4 人 2 人

4 1 人 1 人

5 0 人 0 人

予想されたこ とかも知れな い が､ ｢ 会話+ ､

1 人 1 人 1 人

5 人
ノ

0 人 0 人

6 人 2 人 4 人

3 人 9 人 4 人

3 人 , 6 人 9 人

｢ ヒアリ ン グ+ など､ オ ー

ラル ･ コ ミ ュ ニ ケ

-
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- シ
､

ヨ ン の 面での力の 向上が い っ そう身近 に感 じられると い うことだろうか ｡ ｢ 発音+ が

そ れに つ い で い る の も､ そ の こ とを裏付けるようで ある ｡ ｢ 読解力+ ､ ｢ 作文カ+ 共 に順序

は下位で ある｡

Q 3 : ( Q l でノ1 または 2 と答えた人 に) どんな時に ､ どの ように して実力の伸びを感 じ

ましたか ? 簡単に書いて下さい ｡

1 : 会話

2 : ヒア リング

8 : # %

4 : 読解力

5 : 作文

｢ 会話+ ､ ｢ ヒ ア リ ン グ+ 共に ､ 帰 国後に 中国人 の 先生 と の コ ミ ュ
ニ ケ

ー シ ョ ン の 際に

力の 向上を感 じた とい う答え が圧倒 的だ っ た ｡

｢ 発音+ に つ い て は ､ ｢ 音読するとサ マ
ー ス ク - ル 前よりかなり ス ラ ス ラ読 めるように

な っ たの で はと自分で は思います+ ( 1 年生 ･ F ) ｡ ｢ 発音する と通 じる+ ( 1 年生 ･ M )
】

は素朴な答え｡ ｢ 舌や 口唇の 動きに注意 して 発音す るようにな っ た ｡ ま た ､ 四声に つ い て

もし っ かり違 い を意識 して発音す るようにな っ た+ ( 1 年生 ･ ド) 0

｢ 読解力+ は ｢ 辞書を引く回数が減り､ 以前よりも速く文章を読めるようにな っ た+ ( 3

年生 ･ M ) 0

｢ 作文+ は ｢ ス ピ ー チ コ ン テ ス トの 作文を
-
L た とき+ が 3 名で ､ ｢ 授業 中に作文 したと

き+ が 2 名 ｡ いずれに せよ ､ ｢ 単語 だけを単純に並 べ ようとする の で はなく ､ 品詞 に注意

しな が ら書 こ うとするようにな っ た+ ( 1 年生 ･ F ) と い うこ とだろうか ｡

｢ 会話+ や ｢ ヒア リ ン グ+ に比 べ れば不十分だ として も､ ｢ 読解力+ や ｢ 作文力+ が つ

い て い ない わけで はな い . ただ､ 今回 の ア ンケ ー トはあくまで 自己申告なの で ､ 実際 の 実

力 の変化は計りようがな い ｡

Q 4 : 中国語カを落とさないために ､ 特別に何かして いますか ?

全員が何 らか の 試みをして い る ｡ ｢ な る べ く 中国語 に関係 の ある授業を受けるように し

ま した｡ 教育テ レ ビの 『中国語』 も見て います+ ( 3 年生 ･ M ) が最多か つ 典型 的回答 ｡

そ の 他 ､ ｢ 中国人留学生と 一 緒 に食事 を した 時な ど､ 中国語 で会話を して い る+ ( 2 年生

･ M ) ､ ｢ なる べ く意識 して 中国語を日常に盛り込もうとして い る+ ( 1 年生 ･ M ) 等 ｡

Q 5 : さらに中国語カを つ けるために何か してい ますか ?

この間い は愚問だ っ たかも知れない ｡ ほとんどがQ 4 と類似の 答えか ｢ Q 4 に同じ+ と

回答 した ｡

Q 6 : 1 年似上の 留学に関心はありますか ? その 関心に､ サ マ
ー

スク ー ルに参加した こ

とで何か変化 はありま したか ?

･2 2 名中､ ｢ 関心が強ま っ た+ が 2 0 名 . ｢ もともと感心な し+ が 2､名. 2 0 名中､

9 月から北京大学 に留学する予定 の者が 5 名 ､ 9 月まで待ちきれずすで に清牽大学 へ の 留

学 に出発した者が 1 名 ( 2 0 0 1 年 2 月 2 1 日 出発) ｡ 関心が強ま っ た 者の 中で は次 の よ

うな意見があ っ た ｡

｢ あります｡ 英語圏 へ の
.
1 年留学を希望して い た が ､ 揺らぎま した+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 1 年の 留学を決意 しま した+ ( 2 年生 ･ M ) 0
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-

シ ョ ン の 面で の 力 の 向上がい っ そ う身近 に感 じられるとい う こ とだ ろうか｡ ｢ 発音+ が

そ れに つ い で い る の も ､ そ の こ とを裏付ける ようで ある ｡ ｢ 読解力+ ､ ｢ 作文力+ 共 に順序

は下位で ある ｡

Q 3 : ('Q l で 1 または 2 と答えた人に) どんな時に ､ どの ように して 実力の伸びを感じ

ま したか ? 簡単に書い て下さい ｡

1 : 会話

2 : ヒア リン グ

3 : 発音

4 :
･

読解力

5 : 作文

｢ 会話+ ､ ｢ ヒ ア リ ン グ+ 共 に ､ 帰国後に 中国人 の 先生と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の 際に

力の 向上を感じた という答えが圧倒的だ っ た ｡

｢ 発音+ に つ い て は ､ ｢ 音読するとサ マ
ー ス ク ー ル前 よりかなり ス ラ ス ラ読め る ように

な っ た の で はと自分で は思 い ます+ ( 1 年生 ･ F ) 0 ｢ 発音す ると通 じる+ ( 1 年生 ･ M )

は素朴な答え ｡ ｢ 舌や 口唇 の 動きに注意 して 発音す る よう にな っ た ｡ また ､ 四声 に つ い て

もし っ か り違 いを意識 して発音す るようにな っ た+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 読解力+ は ｢ 辞書を引く回数が減り､ 以前よりも速く文章を読めるよう にな っ た+ ( 3

年生 ･ M ) 0

｢ 作文+ は ｢ ス ピ ー

チ コ ン テ ス トの 作文を したとき+ が 3 名で ､ ｢ 授業中に作文 したと

き+ が 2 名 ｡ いずれに せよ ､ ｢ 単語だ けを単純 に並 べ ようとする の で はなく ､ 品詞 に注意

しながら書こ うとするようにな っ た+ ( 1 年生 ･ F ) と いう こ とだろうか ｡

｢ 会話+ や ｢ ヒア リ ング+ に比 べ れば不十分だ と して も､ ｢ 読解力+ や ｢ 作文力+ が つ

い て い ない わけで はない ｡ ただ ､ 今回の ア ンケ ー トはあくまで自己申告な の で ､ 実際 の 実

力 の変化 は計りようがな い ｡

Q 4 : 中国語カを落とさない ために､ 特別に何か して いますか ?

全員 が何 らか の 試みを して い る.o ｢ なる べ く中国語 に関係 の ある授業を受 ける ように し

ま した o 教育テ レビ のL『中国語』 も見て います+ ( 3 年生 ･ M ) が最多か つ 典型的回答 ｡

そ の 他 ､ ｢ 中国人留学生と 一 緒 に食事 をした 時など､ 中国語で 会話を しそい る+ ( 2 年生
･ M ) ､ ｢ な る べ く意識して 中国語を日常に盛り込もうと して い る+ ( 1 年生 ･ M ) 等｡

Q 5 : さらに中国語カをつ けるために何かして いますか ? .

こ の 間い は愚問だ っ た かも知れな い ｡ ほとん どが Q 4 と類似 の 答えか ｢ Q ･4 に同 じ+ と

回答した ｡

Q 6 : 1 年以上 の 官学に関心はありますか ? その 関心 に ､ サ マ - 矢ク ー

ルに参加 したこ

とで何か変化はありましたか ?

･2 2 名中､ ｢ 関心 が強ま っ た+ ･が 2 0 名 o ｢ も･ともと関心な し+､が 2 名 . ･ 2 0 名中､

9 月から北京大学に留学す る予定 の 者が 5 名 ､ 9 月まで待ちきれずすでに清華大学 へ の 留

学に 出発 した者が 1 名 ( 2 0 0 1 年 2 月 2 1 日出発) .
- 関心 が強ま っ た者の 中で は次の よ

うな意見があ っ た｡

｢ あります o 英語圏 へ の 1 年留学を希望 して い たが､ 揺 らぎま した+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ 1 年の 留学を決意 しま した+ ( 2 年生 ･ M ) 0
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｢ 関心が ありますo サ マ
ー

ス ク ー ルに参加 して ､ 自分が本当に やりた い こ とがみえて き
た気が します o 将来 の 目標を達成 した後 ､ どうありた い か ､ どう した い かも考え られ るよ

うになりま したム そ の上 で ､ 1 年以上 の 留学に関心を持ちま した+ ( 2 年生 ･ F ) .

｢ 関心は あります o サ マ ー ス ク ー ル に参加をして ､ 留学をするた め に自分に足りな い も
のも､ 具体的にわかりま した占 ただ ､ 欠点を直して留学をする自信を在学中に持でるか ど

うかば疑問です+ ( 1 年生 ･ F ) 0

Q 7 ‥ サ マ
ー

スク ー ルに参加したこ とで ､ 中国に対する関心や ､ 語学､ 留学に対する姿

勢な ど､ 何か変わ っ たことがありますか ?

Q 8 : ( Q 7 と関連して) それはどの ような変化ですか ?

Q 9 : ( Q 7 と関連して) どんな時にその変化を感じますか ?

Q 7
､ Q 8 ､ Q 9 に つ い て は全員 の 回答を紹介した い . 各人毎 に Q 7

､ Q 8 ､ Q 9 ぺ の

回答を 一 括 して紹介す る ｡

｢ Q 7 : も っ と中国が好きにな っ たo Q 8 : い つ も中国に行 きた い と思 っ て い る ｡ Q 9
.

: 中国の ニ ュ
ー ス を耳に したとき+ ( 1 年生 ･ M ) .

･

｢ Q 7 ‥ 頭の 中で外国語概念が英語か ら中国語 に切り替わ っ た こ と｡ 2 つ の 中国論な ど

中国 の 社会生活に おける政策気風な どに対する興味o Q 8 : 英語をしばらく忘却｡ 文章は

読めても会話が対応できな い o Q 9 ‥ 英語 の文章を講義な どで読まされるとき ｡ 中国関係
の書籍や批評を読むとき+ ( 1 年生 ･ M ) 0

｢ Q 7 : 中国をより面白 いと感 じるようにな っ たo Q 8 ‥( 無回答) 0 Q 9 : ( 無回答)+

( 1 年生 ･ F ) 0

｢ Q 7 ‥ 中国 の 特に文化に対す る関心 が大きくなりま した ｡ 中国語 に対して も､ 不自由

なく話せ るようになりた いと思 うよう
･

になりま した . Q 8 : サ マ
ー

ス ク ー ル に行 っ てか ら

更に強く思うように なりま したo Q 9 ‥ 語学に関 して ､ 授業で 会話練習が少ない の で ､ 話
したくてうずうず して しまうときです+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ Q 7･ ‥ ある o Q 8
･

･

中国に対す る潤 心はより強ま っ て ､ も っ と中国に つ い て い ろ い ろ

な こ とを知りた い と思 うようにな っ た ｡ Q 9 : 様 々 な中国に関す る資料を読んだり ､ テ レ

ビな どで中国に つ いて特集して いるの を見 た時+ ( 1 年生 ･ F ) 0

｢ Q 7 ‥ 中国が抱える問題等 ､ も
､

っ と中国の こ
'
とを知りた い と思う ようにな っ た .

.
Q 8

‥ サ マ
ー

ス ク ー ル以前は､ 留学 に対 しで瞳れしか持 っ て い なか っ たが､ 親 しくな っ た先輩
方の 話を聞 い て ､

∵

現実的なもの として それを捉える ように なり､ もらと留学に つ い て知ろ

うと思 うようにな っ た. Q 9 : 自分の周りに は中国に対してあまり良くないイメ
ー

ジ を持
つ 人が多く い る の で ､ そ の 人たちにも っ と中国 の 良 いと こ ろを教えようとしで い る時+ ( 1

年生 ･ F ) 0

｢ Q 7 : 中国文化や歴史をも っ と学びた い と思 い ､ ま た ､ 流暢に 中国語を話 せ るように

なりた いとより思 いま した o Q 8 : 以前より償極 的で切実になりま した o Q 9 ‥ 常々思 っ

て いますが ､ ･ より強く思 うときは誰かと話しをする時で す+ ( 1 年生 ･ F ) ｡

･

｢ Q 7 ‥ 気持ちが変わ っ たo Q 8 ‥ 2 回サ マ
ー

ス ク ー

ル に参加させて い ただ い た の で す
､

が ､ 直接中国に触れてや はり､ も っ と話せ るようになりた い ､ 中国 の こ とを知 りた い ､ 本
が読めるようになりた い と思うようになりました o Q 9 ‥ 無 回答+ ( 2 年生 ･

-F ) 0

｢ Q 7 : サ マ
ー

ス ク ー

ル期間中､ 去年は行かなか っ た北京市内の 名所､ 長 白山､ 長春た

-
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行 く こ とで ､ 日本人と して改めて蟹史を振り返るチ ャ ン ス に もな っ た o 留学を現実的に考

ぇ る機会に もな っ た ｡ Q 8 ‥ 中国で は韓 国人留学生が多 い の で ､ 韓国 の こ とを勉強して交

友を育て る上で役立て た い と思うように な っ た こと o Q 9 ‥ 留学に関 して は ､ 中国留学中

の 日本人学生と話をしたり､ 北京大学から帰 っ てきたゼミ の先輩との話を通 じて o 中国に

対する 関心は ､ 戦争やテ レ ビ ニ ュ
ー

ス ､ 新聞か ら積極的に情報 を得ようと した 時+ ( 2 年

生 ･ F ) 0

r Q 7 : 席学に対す る姿勢が
一

番変わ っ たと思 います ｡ Q･
8 : 追求心がより強くな っ た

こと ｡ また､ 語学を身に つ けるためには､ 大胆に ､ 恥ずか しがらずに ､ 何で も言葉に出し

て相手 に伝 えようとす る ことが大切と ､ 改めて気づ い た ことo Q 9 : 最近留学生 の 人た ち

と の 交流がたくさん ある の ですが ､ そ の 時に感じます ｡ ため らうだ け無駄だと感 じられる

ようになりま した+ ( 2 年生 ･ F ) 0

r Q 7 : 日本の 見方｡ Q 8 ‥ 少し客観的に見れるよう にな っ た と思う ( とい うより､ ま

だ ､ 中国しか見た事がな い から､ 別の 視点から見られるようにな っ たと言 っ た方が正 しい

かも知れません) 0 Q 9 : 日本と中国 の異なる点を感 じた 時+ ( 2 年生 ･ M ) o

r Q 7 : 中国 の も っ とい ろん な面を見 て みた い と考え るようにな りま した ｡ Q 8 : 歴史

や 中国 の文化に つ い て ､ も っ と勉強 した い と考え るようなりま した o Q 9 ‥ 中国の 兵馬個

展 に行 っ てきました｡ そ こ で売 っ て たゴ マ 団子が非常に懐かしか っ たです+( 2 年生 ･ ド) o

r Q 7 ‥ あります ｡ Q 8 ‥ 中国に行 っ たときに ､ 他 の 国の 人とも話を して ､ 英語 の 重要

さを再認識 した の で ､ 英語も勉強 し始めま した ｡ Q 9 : ( 無回答)+ ( 2 年生 ･ M ) ｡

｢ Q 7 : 積極的にな っ た ｡ Q 8 : ( 無回答) 0 Q 9 : 授業中な ど+ ( 2 年生 ･ F ) o

r Q 7 : 様々 な中国語表現を身に つ けて ､ 会話したいと心から思いま した｡ Q 8 : 単純

な会話から､ 中身の ある会話を して みた いとい う気持ち へ の 変化 ｡ Q 9 : 会話 の 中で充分

に自分 の気持ちを相手方に伝えきれな い 時+ ( 2 年生 ･ M ) 0

r Q 7 : 何となく興味を持 っ て い た もの が具体的にな っ た ｡ Q 8 ‥『中国 の こ とを知り

たい ｡

一 生中国 ( 請) と関わ っ て いきた い』 と思う ようにな っ た ｡ Q 9 ‥ 中国に関す る新

聞記事を切り抜 い て フ ァ イ ル して いる時o 人生プ ラ ン に 中国語関係 の こ とを加える時+ ( 2

年生 ･ F ) 0

r Q 7 : こ こ十数年で 中国はも のす ごく発展 したと聞 い た の で ､ こ れか ら何年か して ､

再び ､ 中国を訪れ ､ 肌で現在 の 中国と比 べ て みた い o
ニ ュ

ー ス で も中国 へ の 関心 が高ま っ

たo Q 8 ‥( 無回答) . Q 9 ‥ テ レビや新聞で中国に関する ニ ュ
ー ス を見る時に感 じる+ ( 2

年生 ･ M ) 0

｢ Q 7 : は い ｡ Q 8 : ニ ュ
ー

ス などで ､ 中国 の こ とが取り上 げられると､ 必ず見たり､

天気予報ま で見て しま っ たりしますo 中国がとりあげられて い る コ
ー

ナ
ー

で ､ 中国人に イ

ンタ ビ ュ

ー

,を して いる･t ころで はなる べく字幕を見な い ように心がけるようになりま し

た｡ Q 9 : ニ ュ
ー

ネや新 臥 テ レ ビを見 て い る時+ ( 2 年生 ･

･
F ) o

r Q 7 : あります ｡ Q 8 ‥ 就職後 ､ 中国 へ の 出張や研修な どが あれば､ 率先 して参加 し

た いと思うように なりま しキ｡ Q 9 ‥ 就職活動 の ホ ー ム ペ ー

ジを見て い る時+ ( 3 年生 ･

M ) 0

｢ Q 7 ‥ 中国に対する関心が歴史だけで はなく ､ 現在にも興味を持つ ようにな っ たo Q

8 : + 二記 ｡ Q 9 : 中国と いう.もの を考えた時+ ( 3 年生 ･ F ) ｡
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｢ Q 7 : 実際に 中国を訪れるこ とを通して ､ 日本との 違 いを肌で感じる ことができた ｡

そ の ため､ 中国 の こ とをもう少し詳しく知りたい とも思 い ました ｡ Q 8 : 中国 の情勢 ( 新

聞等) に関心を払 い ､ 以前 よりも新聞 ･ テ レビ等の メ ディ アをチ ェ ッ クす る こ とが多くな

りました ｡ また ､ 中国に限らず様々 な国を旅行 してみた い と思う ようになりま した ｡ Q 9

: Q 8 とほ ぼ同 じです+ ( 3 年生 ･ F ) 0

｢ Q 7 : 中国が好きにな っ たし､ 中国語を学びたいという思うようにな っ たし､ 留学に

つ い てもや っ てみ た い と い う気持ちが強くなりま した ｡ Q 8 : 中国に関す る新聞 ･ テ レ ビ

等をよく見 るようになりました ｡ Q 9 : 留学の 話を聞 い たり､ 留学する人を見た りす ると

う らやまし い と思う+ ( 3 年生 ･ M ) 0

Q 1 0 : 金銭､ 単位など余計なものを無視して考えてみて ､ もう 1 度サ マ
ー

スク ー ルに

参加して みたい と思いますか ?

2 2 名全員が ｢ 参加 してみ た い+ だ っ た ｡ そ の 他の 答え があまりに ス トレ
ー トな の で ､

幾分凝 っ た答えを 2 例紹介す る｡

｢『余計なも の』 に何が含まれ るか は分かりま せん が ､ 就職活動がなければもう 1 度と

い わず､ 何度でも参加 したいです+ ( 3 年生 ･ M )

｢ もちろん思 い ます ｡ 留学できな い の な ら､ あと 2 回くら い行 っ てみ た い で す+ ( 1 年

生 ･ M )

む す こ.
ド古 こ カ ､ え て

今年度 の ､ 2 0 0 0 年度サ マ
ー

スク ー ル は成功だ っ た . 何より参加者が多か っ た . 人数

が多い の は手間がかかるが､ 正直言 っ て悪 い気 はしな い ｡ 経済的にも規模 の 論理は働く｡

しか し､ そん な ことは本質的な問題で はな い ｡ おそ らく､ 今 回は今まで の 中で も っ とも完

壁 に ｢ 日本語禁止+ が実行された ｡ そ して ､ それは強制 の結果で あるよりも､ 自発的な意

志 の総和として そうな っ た ようにみえる ｡ 毎回 の食事は ､ 有意義な勉強 の場と化した ｡ そ

して ､ 各学年の参加者 の 間に も､ か つ て なく人間的な触れ合い が行き渡 っ た｡ 引率教員個

人と して も､ 文句なく､ こ こ数年になく満足の い くサ マ
ー

ス ク ー ルだ っ た ( そ の他に印象

深 い の は ､ 9 6 年と 9 7 年だが ､ 日本語禁止 の 実行度と い う点で は ､ 今年度に勝る年は な

か っ たように思 う) ｡ 上手 く い っ た ら欲がで るもの だが ､ ｢ もう こ れ以 上 の こ と はやれな

い+ と思 っ たとき こ そ ､ 節目な の は確かな の だろう｡ 敢えて報告書を作成させて 頂き ､ 記

録に残そうとする のに は､ そんな自覚もあるのかも知れな い ｡ ただ､ ア ンケ ー トに は準備

が必要な の で ､ こうなる こ とは何となく自分で も感じて い た の かも知 れません ｡

もとより ､ 成功 だからと い ぅ て トラブルがなか っ たわけで はない . 以下は ､ 風邪 ､ 発熱 ､

疲労等 の理 由で ､ 講義に 出席できなか っ た者の 記録で ある ｡ 今年は最初 の 1 週間不思議な

ほど､ 病人が出なか っ た｡ .
｢ い つ か揺れ戻しが来る+ と思 っ て い たら､ 案の定 2 週 目以降

は､ 以下 の ような状態で あ っ キ｡
8 月 1 6 月 ､ 1 7 日な どは､ 2 日続けて ､ 車で 1 時間以

上かかる市内の 国際医療セ ンタ ー まで学生を連れて行 っ たた め に ､
つ い で に引率教員もダ

ウ ン して しま っ た ｡ もとより､ こ こ に は ､ 腹痛や下柄程度 の もの は い ちい ち記録 して い な

い ｡
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8 月一1 0 日

8 月 1 1 日

8 月 1 3 日

8 月 1 4 日

8 月 1 6 日

8 月 1 7 日

8 月 1 8 日

8 月 1･ 9 日

8 月 2 0 日

8 月 2 2 日

8 月 2 3 日

8 月 2 5 日

8 月 2 6 日

8 月 2 8 日

9 月 2 日

1 名ダウ ン ｡

1 名ダウ ン ｡ 1 名怪我で大学内の 病院 へ
｡

2 名ダウ ン ｡

2 名ダウ ン ｡

4 名ダウ ン ｡

1 名ダウ ン ｡

ダウ ン ｡

そ の うち 1 名を市内 の 国際医療 セ ン タ ー

へ
｡

同 1 名を市内 の 国際医療 セ ン タ
ー

へ
o 引率教員も

1 名ダウ ン ｡

1 名ダケ ン ｡

･

2 名ダウ ン ｡

2 名ダウ ン ｡

1 名ダウ ン｡

2L名ダウ ン .

2 名ダウ ン ｡

2 名ダウ ン ｡

1 名ダウ ン ( - 6 日まで : 小旅行 に参加で きず)

そ の他 ､ 簡単な トラブル と任務を紹介すれば､ 8 月 5 日､ 出発に 3 名遅刻 ｡ 清聾大学到

着後 ､ 部屋 の エ ア コ ン ､ シ ャ ワ ー の お湯､ 電話 の 不通等+ 3 日程度 は部屋 の トラブル が続

発 ( こ れ らは例年 の ル ー

テ ィ
ー ン ワ

ー

ク) . 8 月 6 日 ､ 歓迎宴会 ･ ス ピ ー

チ . 8 月 7 日､

開講式にネクタイを着用 しなか っ た者5 名 ･
一
そ の 席で ス ピ ー チo 全部の 授業に 2 日間かけ

て 出席 ｡ 両校間 の 大学間 の 連絡で トラブル ･ そ の事後処理 ｡ 全員 の航空券 の り ･ コ ン プ ア

ー

ム ｡ 8 月 8. 日 ､ 授業料 ･ 滞在費を ドルで徴収 ､ 清算｡ 8 月 9 日 ､ 途 中帰国予定者( 工学

部学生) の 部屋 の 処理問題と費用 の 交渉 . 8 月 1-4 日､ 遅れて くる法学部学生を北京 ･ 首

都空港まで 迎え ｡ 8 月 1 ′6 日･ ､ 小旅行費用を円で徴収 o 全員にカセ ッ ト配付 .･ 8 月 1 7 日 ､､

全員の小旅行費用 を換金 の ために自転車 で銀行 へ
｡ 8 月 1 9 日 ､ 自転車 1 台益難 ｡ 同日 ､

引率教員 の 自転車 の 一

部が被壊される ｡ 8 月 2 1 日 ､ 新潟大学 よりの訪問者 の 接受準備始

ま る . r 8 月 2 3 日 ､ 自転車 1 台盗難 . 8 丹 2 4 日＼ 他大学が誤解 もあ っ て 当方に無断で講

義をヴィデオ撮影 したため先方 に抗議 ･ 学生から の苦情聴取 ･ 事情説 明 ･ メンタル ケア等
･ 事件処 割 こ計 3 日｡ 8 月 2 6 -

1
3 0 日. ､ 新大関係者接受 o 8 月 3 1

′
日 ､ 工 学部学生1 名

が大学院入 試の た め先に帰国｡

･

8 月 3 1 日､ 修了式 ･

′

ス ピ ー

チ ｡ 法学部 の 長期留学 の 学生

た ち 5 名が到着 ･ 空港 へ の出迎え ･ ホテ ル等手配｡ 9 月 1
◆
日､ 帰国学生 1 名の 部屋 の調整 ｡

9 月 2 臥 ⊥ 小旅行 出発. 毎日が緊張.

L

9 月 8 日 ､ 北京空港で 帰国手続き の 際ス ー

ツ ケ
ー

ス

紛央トラブル ｡

こ れらもまた ､ 手前勝手 だが､ 膨大な ス ケジ ュ
ー ル の ほん の 氷山 の

一

角で ある ｡ こ の 他

に週に 2 度 は社会見学等 の 課外活動があり ､ 交流関係の ある大学 ス タI
y フ との 面談 ･･ 検討

事項も多 々 ある｡ また ､ 講義 の 担当教師と学生たちとの 意志疎通 の トラブル の 解決もす べ

て 引率教員の仕事で ある｡

以前 ｢ サ マ
ー

ス ク
ー

ル に何か個人的メ リ ッ トで もあるん ですか
`

? + と聞かれた ことがあ
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るが､ 学生を育て るこ とを除けば背無で ある｡ 確かに､ 新潟大学法学会から の 補助 はある

が ､ 北京に来るだけなら自分の 意思で 如 ､ た方が較 べ もの に ならな い ほ ど自由である o

今の 形態でサ マ
ー ス ク ー ルを続 ける の 接すで に限界に釆て い ろo それが続け られてきた

由は ､ 口幅
′

ij た い がア ン ケ
ー トに反映 された ような学生 たちの 声が あ っ たか ら こ そ で あるo

そ して ､ 学部から の 精神 的な支援も大きか っ た o 学生諸君 の 声は有り難 いが ､ しか し時代

も どうやら転換点にさしかか っ て い るようである o こ の 報告書はある い は終わりの 始ま り

を暗示 して い た の か も知れな い ｡

注 :

( 1) 新潟大学法学部と清葦大学人文社会科学学院とは ､ 1 9 9 8 年 1 1 月 1 1 日 に学術交

流協定を締結した｡ その後､ 新潟大学工学部が清聾大学建築学院と1 9 9 9 年 6 月 7

日 に学術交流協定を締結 した . これ らJ2 つ の 学部間協定を実績と して ､ 2 0 0 0 年 3

月 2 0 日に は大学間 の 協定が締結された ｡

( 2 ) 新潟大学法学部 の サ マ
ー ス ク ー ル は ､ か つ て ､ 新潟大学法学部 の 改革 の 一 癖と して ､

高等学校の教員向け専門誌に紹介され た ことがある｡ ｢ 大学改革ル ポ ･ 個性を探す旅

･ 新潟大学法学部+ 『B et w e e n』 ,
1 9 9 9 .0 5 , N o .1 5 4
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